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1.カラー制限の設定 

 

特定のユーザーに対して、カラー印刷とカラーコピーを許可する設定手順を紹介致します。 

許可されていないユーザーは、モノクロ印刷とモノクロコピーになります。 

 

始めに EWS [Embedded Web Server] (内蔵Web サーバ) を表示します。 

EWS（内蔵Web サーバ）とは、製品に内蔵されている Web 管理ツールです。 

製品の機能設定や、ステータスを確認することができます。 

この機能を使用するには、製品とパソコンが同一のネットワークに接続されている必要があります。 

EWS の表示方法は、ユーザーガイド 『EWS の表示方法』 をご参照下さい。 

 

また、この機能を使用するには、EWS に ローカル管理者パスワード を設定し、サインインする必要があります。 

EWS にローカル管理者パスワードの設定方法は、ユーザーガイド 『EWS ローカル管理者パスワード設定』 をご参照下さい。 

 

1.1.EWS を表示し、 

(1)上部にあるメニューバーで、 コピー/印刷 をクリックします。 

   (2)新たに表示された左面で、 カラー制限 をクリックします。 

 

 

1.2.カラー制限画面の メインカラー設定 で、 

(1)カスタムカラーアクセスを設定 が選択されていることを確認します。 

   (2)ユーザーまたはグループ権限でカラーを制限 にチェックが入っていることを確認します。 
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1.3.ユーザーまたはグループ権限でカラーを制限 (サインインおよび権限ポリシー) で、 

権限セットの管理… をクリックします。 

 

 

1.4. 権限セットの管理画面で、新規作成… をクリックします。 

 

 

1.5. 名前に名称（英数字のみ）を入力し、 OK をクリックします。（この例では、Color Users） 
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1.6.「操作は正常に終了しました。」 が表示され、 Color Users という名称の権限セットが作成されました。 

 

 

1.7.続いて、次の操作を実行します。 

(1)上部にあるメニューバーで、 セキュリティ をクリックします。 

   (2)新たに表示された左面で、 アクセス制御 をクリックします。 
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1.8. コピー を展開し、 カラーコピーの作成 を以下のように設定し、 適用 をクリックします。 

 デバイスゲスト デバイスユーザー 先に作成した権限セット 

（この例では、”Color Users”） 

カラーコピーの作成   鍵マーク  チェックを外す  チェックを入れる 

 

 

 

1.9. 印刷中 を展開し、 カラーで印刷 を以下のように設定し、 適用 をクリックします。 

 デバイスゲスト デバイスユーザー 先に作成した権限セット 

（この例では、”Color Users”） 

カラーで印刷 鍵マーク チェックを外す チェックを入れる 
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1.10.画面を下方にスクロールし、 デバイスユーザーアカウント で、 新規作成… をクリックします。 

 

 

1.11.以下のようにユーザー情報を入力し、 OK をクリックします。 

[表示名]  必須  コントロールパネルに表示されるユーザー名  

（ここでは、 日本太郎 としています） 

[電子メールアドレス] オプション  

[ネットワーク名]  必須  （ここでは、mypc\myuser としています） 

<ドメイン名>\<ユーザー名>  

または<コンピュータ名>\<ユーザー名>  

（￥マークは、バックスラッシュで表示される場合があります）  

「補足 2: ネットワーク名を特定する方法」 を参考にして下さい  

[アクセスコード]  必須  登録するユーザー毎にユニークな番号（数字のみで 4～8 桁）  

[権限セット]  必須  先に作成した権限セット （この例では、 Color Users としています）  
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アクセス制御画面 の デバイスユーザーアカウント に戻ると、ユーザーが追加されています。 

 

 

1.12.同様の手順で、ユーザーを追加していきます。 

CSV ファイルを使って、ユーザーを インポート することもできます。 

「補足 1: CSV ファイルを使ったユーザーのインポート」 を参照してください。 
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1.13. 登録したユーザーがカラー印刷とカラーコピーができることを確認します。 

 

1.13.1. カラー印刷テストは、登録したユーザーがログインしている PC からカラー印刷して下さい。 

また、登録されていないユーザーからはモノクロ印刷になることも確認して下さい。 

期待通りにカラー制御されていない場合には、「補足 2: ネットワーク名を特定する方法」 を参照して、 

ネットワーク名を正しく登録したかどうか、確認して下さい。 

 

 1.13.2.カラーコピーテストでは、ユーザーアクセスコードでログインして、カラーコピーして下さい。 

 

(1) コピーをタッチします。                       (2) [黒/グレイ]をタッチします。 

 

 

(3) アクセスコードを入力します。                   (4) [カラー]を選択して、コピーします。 

 

 

※カラーコピー直後に自動サインアウトも可能です。 

「補足 3: カラーコピー実施後に、自動的にサインアウトさせる方法」 を参照下さい。 
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補足 1: CSV ファイルを使ったユーザーのインポート 

CSV ファイル形式で、ユーザーをインポート/エクスポートすることができます。 

ユーザーを 1 名以上入力すると、CSV ファイルでエクスポートできるので、テンプレートとして利用することができます。 

 

1.1.以下のようなヘッダーの Excel ファイルを作成し、ユーザー情報を入力します。 

ヘッダー 説明 

name コントロールパネルに表示されるユーザー名 

emailaddress ※この項目は必須ではありません 

pin 先に設定したアクセスコードのことです 

permissionset 先に作成した権限セット（この例では、”Color Users”） 

networkname ネットワーク名のことです 

 

 

 

1.2.CSV ファイルを UTF-8 で保存して下さい。 

Excel 2016 (バージョン 1610 / ビルド 7466.2038 以降) 以降では、 名前を付けて保存 を実行するとファイル形式として、 

CSV UTF-8 (コンマ区切り) (*.csv) オプションを選択することができます。 

＊UTF-8 以外の CSV ファイルをインポートしようとすると、文字化けやエラーが発生します。 
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1.3.保存した CSV ファイルを ZIP圧縮（パスワード無し）します。 

 

1.4.「1.カラー制限の設定」 の手順 1.10 のステップ （セキュリティ - アクセス制御 - デバイスユーザーアカウント）で、 

 インポート… をクリックします。 

 

 

1.5. ファイルの選択 をクリックして作成した ZIP ファイル（パスワード無し）を選択し、 インポート をクリックします。 
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アクセス制御画面 の デバイスユーザーアカウント に戻ると、ユーザーが追加されています。 
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補足 2: ネットワーク名を特定する方法 

カラー印刷を許可したいユーザーのネットワークユーザー名を特定するには、まず、許可したいユーザーのパソコンから製品に印刷してもら

い、製品のジョブログからネットワーク名を特定することができます。 

 

この方法を使用するには、EWS を表示し、ローカル管理者としてサインインしている必要があります。 

EWS の表示方法は、ユーザーガイド 『EWS の表示方法』 をご参照下さい。 

EWS にローカル管理者パスワードの設定方法は、ユーザーガイド 『EWS ローカル管理者パスワード設定』 をご参照下さい。 

 

1.1.カラー印刷を許可したいユーザーから製品に印刷します。 

 

1.2.EWS 画面で、 

(1)上部にあるメニューバーで、 情報 をクリックします。 

   (2)新たに表示された左面で、 ジョブブログ をクリックします。 

 

 

1.3. ジョブログ に ユーザー名が記載されています。 

ユーザー 欄からカラー印刷を許可したいユーザーを見つけて、同じ書式で、ネットワーク名に登録して下さい。 
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補足 3: カラーコピー実施後に、自動的にサインアウトさせる方法 

1.1.EWS 画面を表示し、 

(1)上部にあるメニューバーで、 セキュリティ をクリックします。 

   (2)新たに表示された左面で、 アクセス制御 をクリックします。 

 

 

1.2.画面をスクロールし、 ジョブの動作 の 自動的にサインアウト にチェックを入れ、 適用 をクリックします。  
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